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GPM 全球降雨マ ップ （GPM −GSMaP）の 初期検証評価
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1．　 はじめに

　2014 年 2 月 28 日午前 3 時 37 分 （日本時間）に、

日米共同ミッ シ ョン で ある全球降水観測（GPM ； Global

Precipitation　Measurement）主衛星が打ち上げられた。

GPM 計画は 、 二 周波降水 レーダ （DPR ）とGPM マ イ

クロ 波放射計 （GMD を搭載した GPM 主衛星による全

球降水量 の 高感度・高精度観測と、GPM パ ー
トナ

ー

機関が提供するコ ン ス テ レ
ーシ ョ ン衛星群に搭載され

た マ イクロ 波イメ
ージャやサ ウンダによる全球降水 量

の 広範囲 ・高頻度観測 の 二 本立 て の 計画で ある。 こ

れらの 衛星群のデ
ー

タを利用して 作成されるの が、全

球合成降水 マ ッ ププ ロ ダクトである。 日米合同 の 標準

プ ロ ダクトは存在せ ず、日米 （あるい は、他の GPM パ

ー
トナ

ー
機関）それ ぞれ の ニ

ーズに基づ き 、 独 自の プ

ロ ダクトとして個別に開発されて い る。

　 日本 の 全球合成降水 マ ッ ププ ロ ダクトは、Glebal

Satellite　Mapplng　of　Precipitation（GSMaP ）ア ル ゴ リズ

ム が 、 科学技術振興機構の 戦略的創造研究推進事

業 （CREST ）研 究領域 「水の 循環系モ デリン グと利用

シ ス テ ム 」の 研 究課題 「衛星による高精度高分解能全

球降水マ ップの作成」の 下で 、2002 年〜2007 年にか

けて開発され（Okamoto　 et 　 al．
，
2005）、以 降は 、 宇宙

航空研究 開発機構 （JAXA）の 降水観測ミッ シ ョ ン ・サ

イエ ン スチーム の 下で 、ア ル ゴリズ ム の維持改訂の 活

動を継続して い る。

　本発表 で は 、GPM 全球降水マ ップ （GPM −GSMaP ）

の 初期検証評価結果と今後の 計画に っ い て紹介す

る。

2．現在の GSMaP とGPM −GSMaP

　GSMaP は 、 衛星搭載の マ イクロ 波放射計の デー
タ

を用い 、信頼で きる降水物理 モ デル に基づ い て 開発

された降水強度推定アル ゴリズ ム を用い 、熱帯 降雨

観測衛星 （TRMM ）搭載の 降雨レ
ーダや雷観測装置

の 情報に よるデータベ ース や、静止 気象衛星 の IR 放

射計 デー
タも総合的 に利用 した全球 降雨分布 の プ ロ

ダクトで ある。 GSMaP アル ゴ リズ ム の 詳細に つ い て は、

AQnashi θt　aL （2009），　Shige　et　al．（2009），　Ushio　et　al．

（2009）等を参照い ただきた い 。

　2007 年以 降 、
GSMaP は 、 準リア ル タイム版「世界の

雨 分 布 速 報 」 （GSMaP −NRT ）及 び 標 準 版

（GSMaP ．MVK ）として、JAXA の ウェ ブサイトから公開

されている（http；／／www ．eorc ．jaxa．jp／GSMaP ／）。観測

から約 4 時間後に 、0．1 度格子 の 分解能で 、1時間毎

の全 球降雨 マ ップ の ブラウズ画像や 、
バ イナリやテキ

ス ト形式 の デー
タ等を 、 ウェ ブサイトか ら公 開して い

る。

　GPM −GSMaP ア ル ゴリズ ム で は、い くっ か の 改良を

行 っ て い る（可知他 ， 2013年度秋 季大会予稿集）他 、

GPM 主衛星搭載 GMI が新たに入力マ イクロ 波放射

計 に導入されてい る（青梨他，2014 年度秋季大会予

稿集）。また、雨量計補正 プ ロ ダクトが出力に追加 され

た （妻鹿他 ，
2014 年度気象学会予稿集）。

GSMaP ア

ル ゴ リズムとして の バ ージ ョン は 6となる。図 1は、2014

年 6月 1 日 00Zの GPM −GSMaP の 出力結果である。

3． GPM −GSMaP の初期検証評価

　GPM −GSMaP の検証 は 、
マ イクロ 波放射計による各

リトリ
ーバ ル 結果の検証としては、TRMM 衛星 搭載降

雨レーダとの マ ッ チア ップ比較、各マ イクロ 波イメ
ージ

ャ やサウン ダで 個別 に推定した月 平均降水量 に つ い

て相互比較や、GPCC の 雨量計の 月平均降水量との

比較などを実施する。 さらに 、 全球合成降水マ ッ プお

よび 雨量計補正 版 GSMaP の検証として 、日本付近 で

の レ
ーダアメダス 解析雨 量との 比較や 、利用 可能な

雨量 計ネッ トワークデータとの 比較を実施する。

　GPM −GSMaP プロ ダクトは 、
2014 年 9 月 に JAXA

G −Portalから
一

般公開される予定であり、同時に、現

在 地球観測研 究セ ン タ
ー（EORC ）か ら公 開して い る

「世界 の 雨分布速報」もGPM −GSMaP プ ロ ダクトに切り

替えの 予 定で ある。過去期間の 再処理 に つ い て は 、

EORC で順次実施し、 公 開 の 予 定である。

図 12014 年 6 月 1 日 00Zの GPM −GSMaP プロ ダクトに

　　　　　　 よる全球の 降水分布。
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